
  

平成２６年度 事業報告 
(平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日) 

   
一般社団法人緑の循環認証会議は、平成２６年３月２５日に開催した理事会で承認さ

れた平成２６年度事業計画に基づき事業を実施してきたが、その主な実施状況は次の通

りである。 
 

Ⅰ．定時社員総会、理事会、評議委員会、専門部会等の開催 
１ 定時社員総会 

平成２６年６月２７日、永田町ビル会議室にて、定時社員総会を開催し、 

     議案第１ 平成２５年度 事業報告及び決算報告 
議案第２ 役員改選   について決議した。 

      また、「平成２６年度事業計画及び収支予算」について報告し、PEFC との相互承

認に向けたスケジュールを定め具体的業務を進めることとした。 

 

２． 理事会 

１）第１回 理事会 

平成 26 年 6 月 5 日、永田町ビル会議室にて開催し、平成２６年度定時総

会提出議案を審議し、原案どおり承認・決議された。 

参考」議事内容 
議案第１ 平成２５年度 事業報告 
議案第２ 平成２５年度 決算報告 
議案第３ 平成２５年度 監査報告 
議案第４ 平成２６年度 事業計画（案） 
議案第５ 平成２６年度 収支予算書（案） 
議案第６ その他 

また、SGEC 認証規格の改正骨子、事業の実行状況及び PEFC との相互承認に

ついて計画及び具体的スケジュールを審議し、次の通り事業計画を決議した。 

 ＜平成２６年度事業計画抜粋＞ 

世界の森林認証制度は、PEFC と FSC とに二極化する中で、今後、PEFC へ

の加盟、更には制度の相互承認を進め、国際性を具備した制度として、また、

その認証製品が国際商品としての地位を持つことができる制度として発展

することを目指す。 

なお、具体的業務としては、PEFC への加盟申請は５月２０日に行ったとこ

ろであり、相互承認についてはおおむね次のスケジュールに基づき進めてい

くこととする。  

＜相互承認に向けたスケジュールの概要＞ 

７月 ステークホルダーへの相互承認に関する説明会を予定 

９月 相互承認後の SGEC 認証システムに関する説明会を予定 

１１月 PEFC 総会において：加盟の実現・相互承認申請 

２０１５年１１月 PEFC 総会において相互承認を実現する予定 



２）第２回 理事会 

平成 26年 12 月 18 日、永田町ビル会議室にて開催し、パブリックコメン  

     トの意見及び評議委員会の意見を踏まえ SGEC 文書の改正を決議し、PEFC 相 

     互承認の申請を決議した。なお、パブリックコメントに対する対応に基づく 

     一部 SGEC 文書の修正については会長に一任する旨併せて決議した。 

３）第３回 理事会 

平成 27年 3 月 25 日、永田町ビル会議室にて開催し提出議案はすべて承認 

された。 

参考」議事内容 
議案第１ 平成２６年度 事業報告について 
議案第２ 平成２７年度 事業計画（案）について 
議案第３ 平成２７年度 収支予算（案）について 
議案第４ 平成２７年度短期借入限度額について 
議案第５ 平成２７年度の会費及び納入方法（案）について 
議案第６ 一般社団法人緑の循環認証会議定款４３条に基づく基金の 

募集について 
議案第７ 平成２７年度社員総会の日時及び場所並ぶに議事に付すべき 

           事項（案）について 
議案第８ その他 

また、PEFC との相互承認について最終申請書（案）を審議し３月２７日に  

申請することを承認した。 

 

３． 評議委員会 

１）第１回 評議委員会 

    平成 26年 6月 4 日、永田町ビル会議室にて開催し、平成２６年度定時 

総会提出議案を審議し、原案どおり決定された。 

  また、SGEC 認証規格の改正骨子、事業の実行状況及び PEFC との相互 

承認についての計画及び具体的スケジュールを検討した。 

 ２）第２回 評議委員会 

平成 26年 9 月 25 日、永田町ビル会議室にて開催し、専門部会等の意見

を踏まえ、認証規格の素案として主に下記の事項について審議し、理事会

に意見を述べた。 

① PEFC との相互承認の申請について 

② SGEC 文書の改定案について 

③ PEFC と相互承認を行った場合の財政状況について 

④ PEFC との相互承認についての寄せられた意見について 

 

３）第３回 評議委員会 

  平成 26 年 12 月 3日、永田町ビル会議室にて開催し、PEFC パブリックコ 

メントに付した文書及びそれ以外の文書について審議し、PEFC 文書の改正 

等について了承するとともに、PEFC への相互承認の申請について審議し、 

了承した。 

 



４）第４回 評議委員会 

平成 27年 1 月 23 日、永田町ビル会議室にて開催し、パブリックコメン 

トに対する対応について検討し、関連する SGEC 文書の一部修正を含み了 

承し、パブリックコメント提案者に対する回答を行った。 

 

４． 専門部会 

１）第１回 専門部会 （評議委員会と合同開催） 

    平成 26年 6月 4 日、評議委員会と同じ 

 ２）第２回 専門部会 

平成 26年 9 月 17 日、永田町ビル会議室にて開催し、認証規格の素案と

して主に下記の事項について審議し、理事会に意見を述べた。 

① PEFC との相互承認の申請について 

② SGEC 文書の改定案について 

③ PEFC と相互承認を行った場合の財政状況について 

④ PEFC との相互承認についての寄せられた意見について 

 ３）第３回 専門部会 （評議委員会と合同開催） 

  平成 26 年 12 月 3日、評議委員会と同じ 

４）第４回 専門部会 （評議委員会と合同開催） 

  平成 27 年 1月 23 日、評議委員会と同じ 

  

 ５． 認証管理委員会 

     平成 26 年 9月 11 日 永田町ビル会議室にて開催 

    CoC 認証規格の現地適合性の検討について審議し会長に報告した。 

 

Ⅱ．認証森林及び CoC 管理事業体並びに認証機関等の公示  
１．認証実績    
 １） 平成２７年３月３１日現在の「森林管理認証森林」は、 

１,２５４,６４２．０３ha 
（昨年度末に比べ ６,４１０．８７ha の増加） 

２） 平成２７年３月３１日現在の「CoC 管理事業体」は、 
３４３事業体 

   （昨年度末に比べ ３３事業体の減少） 
 

２．認証機関及びコンサルタント機関 
１）認証機関は、(公財)日本住宅・木材技術センターから、平成２６年１２月 

２５日 期間満了により、公示抹消の申し出がありこれを受諾し、公示を   
取り消した。 

（平成２７年３月３１日現在の認証機関は、５機関。） 

２）公示コンサルタント機関は、グリーン航業株式会社が、平成２７年 

１月３１日にて登録期間が満了となったが、引き続き登録を継続する旨 

申し出がありこれを登録公示した。 

（平成２７年３月３１日現在のコンサルタント機関は、５機関。） 

 



Ⅲ．事業活動の展開 
  １、SGEC フォーラム等の開催 

平成２６年度のフォーラムを、（公社）国土緑化推進機構「緑と水の森林フ 

ァンド」の助成により、平成 26年 6 月 6日、永田町ビル大会議室において、 

「環境新時代に即応した地域材供給体制の整備～地域認証材の高付加価値 

利用を推進する木材供給ネットワークの構築～」と題して実施した。 

  （参加者 ６６名） 

 

  ２、平成２６年度林野庁補助事業 

     平成２６年度林野庁補助事業として、地域材利活用倍増戦略プロジェクト事 

業「地域材の安定的・効率的な供給体制の構築のうち地域循環型流通体制 

構築事業」を、平成 26 年 8 月 5 日、林野庁から公布の決定通知を受け実施

した。（１,７８６千円） 

なお、本事業の一環として、平成 27 年 2月 23 日、静岡市の静岡県男女 

共同参画センター５０２会議室において、「地域循環型流通体制構築事 

業」 現地セミナーを実施した。 （参加者 ６８名） 

 

３．PEFC との相互承認打合せ会合 

 PEFC との相互承認に向け、日本適合性認定協会（JAB）、SGEC 認証機関等と 

情報交換会、検討会を、また、PEFC アジアプロモーションズを交えて各種 

文書規定の内容等につき打合せ会合をもった。 

（4/2,4/23,5/12,5/22,6/16,6/23,6/24,7/2,7/11,7/17,7/31,8/11.8/21,9/5, 

9/12,10/1,10/15、11/6、11/11、12/24、1/20、2/12、2/17、） 

なお、平成 26年 8月 5日、日本製紙連合会会議室にて作業部会を開催した。 

認証規格改正素案を提示し、主に次の事項について意見交換を行った。 

① PEFC との相互承認について 

② CoC 認証基準等の改正について 

③ CoC 公示料金の改正について  （参加者 ２２名） 

また、平成 26 年 8月 26 日、永田町ビル会議室にて、ステークホルダー会議

を開催し、改正素案を提示し、主に次の事項について意見交換を行った。 

なお、都合で出席できない者にはメール等電磁的方法によって意見を求める

こととした。 

 なお、小規模森林所有者が加盟する全国森林組合連合会及び小規模製材工

場等が加盟する（一社）全国木材組合連合会並びに北海道、九州の認証取得

者の代表に出席を求め、同組織の責任者若しくは代表が出席し意見を述べた。

また、認証機関・マスコミを通じてステークホルダー会議の開催を周知した。 

① PEFC との相互承認について 

② CoC 認証基準等の改正について 

③ CoC 公示料金の改正について   （参加者 ４５名） 

また、平成 26年 3 月 25 日、永田町ビル会議室にて、PEFC への相互承認

文書の説明会を行った。  （参加者 ４３名） 

 

 



＊＊＊PEFC 本部との関係 

  平成 26 年 5月 20 日に PEFC への加盟申請を行った。 

その後、平成26年7月29日 PEFCにおいて加盟が認められた旨通知があり、

平成 26 年 11 月 17 日～20 日に開催された PEFC 総会において正式に PEFC へ

の加盟証書が交付された。平成 26年 11 月 25 日 額入り証書を受領した。 

  平成 27 年 3月 27 日に PEFC との相互承認申請を行った。 

 

４．東京オリンピック・パラリンピックにおける協議施設及び関連施設への

国産認証材使用のお願い 

平成 26年 5 月 29 日 東京都へ陳情 

平成 26年 10 月 29 日 東京都へ陳情（PEFC 会長同行） 

 

  ５．パブリックコメントの実施 

・平成26年10月15日（第１回） 

 PEFCとの相互承認を進めるに当たって、基本的な枠組みとなる 

「SGEC認証制度の管理運営に関する文書（改正案）」並びに認証規格である

「SGEC・森林管理認証基準・指標。ガイドライン（改正案）」 及び「SGEC・ 

   CoC認証ガイドライン（改正案）」について６０日間の期限を設け意見を 

募った。 

・平成26年11月10日（第２回） 

       平成26年10月15日に実施した以外の関連するSGEC文書について30日間 

パブリックコメントを実施した。 

        ・平成27年1月28日  意見提出者 ６名に意見内容の対応については、

個々にメールにて回答するとともに「SGEC文書パブリックコメントに対

する対応」としてホームページ上で公表した。 

なお、パブリックコメントを実施するにあたって、平成 26 年 9月 9 日、 

北海道アイヌ協会を訪問し、パブリックコメントに付す資料の考え方に 

ついて説明し了解を得た。 

 

６．その他の活動 
１）他の団体が主催する会議等への出席・参画による普及活動の推進 
 ① 平成 26 年 6 月 18 日～20 日  東京ビッグサイトで開催された「ジャ

パンホームショウ～建築再生展」にコーナーを借間し出展。 
② 平成 26年 6 月 23 日～25 日  北海道庁１階道政広報コーナーにて 

「森林認証パネル展」を開催。パンフレット配布 訪問者 549 名 

③ 平成26年10月9日 北海道 苫小牧広域森林組合主催の安全大会に併

せ森林認証研究会にて中川事務局長が講演。 
④ 平成 26年 10 月 15 日 全国木材産業振興大会にて、認証制度の説明。 
⑤ 平成 26年 10 月 30 日、東京都千代田区の学士会館にて、PEFC との共催

で「これからの日本における森林認証制度の普及」～緑の循環認証会議

SGEC の PEFC 加盟を記念して～と題したフォーラムを開催した。 
⑥ 平成27年2月20日 北海道十勝総合振興局主催の森林認証検討会にて

中川事務局長が講演。 



⑦ 平成 27年 3 月 5日 栃木県鬼怒川温泉で、「南会津・静岡・栃木 森林

認証合同講習会」にて中川事務局長が講演。 
 
２）ホームページ等を通じて、一般社団法人緑の循環認証会議（ＳＧＥＣ） 

の設立とＳＧＥＣ認証制度の紹介について、また、認証・認定実績等の情  
報を迅速に提供した。 

 
３）ＳＧＥＣ会員季報の発行 
（平成 26年 4 月） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 


